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い
し
い
っ
て

お
し
い
！

楽

1 月 24 日から 30 日までは「全国学校給食週間」。市内の小中
学校では、給食で佐竹北家ゆかりの料理『御狩場焼』が提供され、
子どもたちは美味しくいただきました。（関連記事 2 ページ）



　

１
月
16
日
、
国
連
で
採
択
さ
れ

た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓエ

ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
積
極
的
に
推
進
す
る

東
北
５
都
市
に
よ
る
「
東
北
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
内
閣
府
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
て
い
る

仙
北
市
、
宮
城
県
東
松
島
市
、
山
形

県
飯
豊
町
に
よ
り
平
成
30
年
10
月
に

発
足
、
今
年
度
新
た
に
選
定
さ
れ
た

岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
福
島
県
郡
山

東北 S
エス･ディー･ジーズ

DGs 未来都市サミット・シンポジウム

市
を
加
え
、
５
都
市
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
に
行
わ
れ
た
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
５
都
市
の
首
長
ら
が

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
現
状
な
ど

を
報
告
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ

る
連
携
を
確
認
し
、
共
同
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
郡
山

市
の
提
案
に
よ
り
近
年
の
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
を
懸
念
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
て
連
携
し
て
取
り
組

む
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」（
下
記
参

照
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

日
本
青
年
会
議
所
少
年

少
女
国
連
大
使
の
久
米

川
華
穏
さ
ん
（
大
仙
市

立
平
和
中
２
年
）
が
ス

イ
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

を
訪
れ
て
ふ
れ
た
最
先

端
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
５
都
市
の
首
長
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ

が
進
め
て
い
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

持続可能なまちづくりに向けて連携を推進

 

気
候
非
常
事
態
宣
言 

①
ご
み
の
排
出
抑
制
、
再
利

用
、
再
資
源
化
、
発
生
回

避
の
徹
底

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
と
併

せ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進

③
人
や
社
会
・
環
境
に
配
慮

し
た
消
費
行
動（
エ
シ
カ

ル
消
費
）の
普
及

④
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す

る
取
り
組
み
の
推
進

自らの体験をもとに講演を行う少年少女国連大使の久米川さん。

パネルディスカッションでは、それぞれの取り組みを紹介。

左
か
ら
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
戸
羽
太
市
長
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
渥

美
巖
市
長
、
門
脇
市
長
、
山
形
県
飯
豊
町
の
後
藤
幸
平
町
長
、
福
島
県

郡
山
市
の
吉
崎
賢
介
副
市
長
。

 持続可能な開発目標（ S
エス･ディー･ジーズ

DGs ）
2015 年 9 月の国連サミットで採択された 「持

続可能な開発のための 2030 アジェンダ」 で記

載された 2016 年から 2030 年までの国際目標

です。 持続可能な世界を実現するための 17 の

ゴール、 169 のターゲット、 244 の指標から構

成されており、 地球上の誰 1 人として取り残さな

いことを誓っています。

　
後
半
は
、
市
役
所
神
代
出
張
所
の
車
庫

に
場
所
を
移
し
、
角
館
消
防
署
管
内
の
職

員
に
よ
る
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
技
指
導
で
は
綱
の
結
び
方
の
ほ
か
、

は
し
ご
の
か
け
方
や
上
り
下
り
の
指
導
も

あ
り
、
参
加
者
は
習
得
し
よ
う
と
熱
心
に

説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
県
内
で
は
、
雪
害
事
故
が
95
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
雪
不
足
の
今
冬
で
す

が
、
降
雪
時
に
作
業
を
す
る
際
は
事
故
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
20
日
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
時

の
転
倒
防
止
を
し
よ
う
と
雪
下
ろ
し
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や
事
業
所
な
ど
か

ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
の
前
半
は
、
神
代
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
大
曲
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
除

排
雪
の
事
故
防
止
対
策
、
仙
北
警
察
署
か

ら
雪
害
事
故
の
発
生
状
況
、
秋
田
県
仙
北

地
域
振
興
局
か
ら
雪
下
ろ
し
安
全
対
策
用

具
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

雪
下
ろ
し
講
習
会

綱の結び方を習得しようと熱心に説明を聞く参加者。

雪
下
ろ
し
作
業
中
だ
け
で
な
く
、
は
し
ご
の
上
り
下
り

も
注
意
が
必
要
で
す
。

安
全
な
作
業
を
心
が
け
て

　

１
月
24
日
、
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
で
、

佐
竹
北
家
ゆ
か
り
の
料
理
『
御
狩
場
焼
』
が

提
供
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
地
元
の
名
物
料

理
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
「
全

国
学
校
給
食
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
提
供
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

御
狩
場
焼
は
、
鶏
肉
に
山
椒
み
そ
を
つ
け

て
焼
い
た
料
理
で
、
江
戸
時
代
に
佐
竹
北
家

の
殿
様
が
狩
猟
の
際
に
食
べ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
西
明
寺
小
学
校
で
は
、
御

狩
場
焼
を
食
べ
た
児
童
た
ち
が
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
な
が
ら
美
味
し
そ
う
に
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

美味しいですか？の問いに、4 年生のみんなは「美味しい～ !!」と答えてくれま
した。

『御狩場焼』

佐

竹北家の料理

を味わう

6 年生は味わって食べていました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき栄光

仙
北
市
の
魅
力
を
１
冊
に
！

ト
ル
を
つ
け
た
り
、
配
置
決
め
が
大

変
だ
っ
た
」、
大
塚
さ
ん
は
「
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
の
ま

ち
が
と
て
も
素
敵
な
ま
ち
だ
と
思
っ

た
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
の
高
等
部
３
年
生
の
４
人
が

仙
北
市
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
、
仙
北
市
へ
冊
子
と
デ
ー
タ
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四

季
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
違
う
手
作

り
の
封
筒
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
大
曲
支

援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
が
仙
北
市
の
観

光
に
特
化
し
た
独
自
の
教
科
「
観
光

科
」
の
授
業
の
中
で
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
か
ら
と
り
か
か
り
、
企
画

や
取
材
、
撮
影
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、

10
か
月
ほ
ど
か
け
て
生
徒
さ
ん
た
ち

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
20
～
30
代
で
仙
北
市

に
ま
だ
来
た
こ
と
の
な
い
方
。
季
節

感
や
色
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
こ
だ
わ
っ

て
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　

中
を
見
て
み
る
と
、
季
節
ご
と
に

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
食
べ
物
、
特
産
品

な
ど
を
生
徒
さ
ん
た
ち
が
自
ら
足
を

運
び
、
体
験
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

制
作
し
た
感
想
を
聞
く
と
鈴
木
さ

ん
は
「
ひ
と
つ
の
記
事
ご
と
に
タ
イ

　1 月 31 日、仙北市地域おこし協力隊として障がいのある人
や年齢、国籍に関わりなく安心して旅を楽しんでもらうユニ
バーサルツーリズムなどの観光振興を主として平成 29 年 2 月
1 日から活動をしてきた小林裕高さんが 3 年間の任期を終え、
門脇市長から感謝状が贈呈されました。
　３年間を振り返って小林さんは「３年間はあっという間だっ
た。１年目は、活動に対する知識やスキルがゼロの状態からの
始まりだったので、何から手をつけてよいのかわからず、模索
する日々が続いた。でも２年目以降は、周りの方々のご協力を
いただきながら、自分のフィルターを通した自由な活動ができ
た。活動を通して色々な方々と関わることができ、皆さんには
本当によくしていただいて感謝している」と話しました。

仙北市地域おこし協力隊
小林裕高さんに感謝状

門
脇
市
長
（
右
）
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る
小
林
さ

ん
（
左
）。

　１月 19 日、第 17 回秋田県小学生イン
ドアソフトテニス選手権大会が、ニプロ
ハチ公ドーム（大館市）で開催され出場
した仙北市内の小学生が活躍しました。
　男子１部に出場した大曲ジュニアの髙
橋・佐藤ペアが優勝。女子１部では、仙
北市ジュニアの高倉、秋田市ジュニアの
下村ペアが第３位に入賞しました。また、
第２部に出場した仙北市ジュニアの加藤・
進藤ペアが第３位に入りました。
　この大会は、令和元年度東北小学生イ
ンドアソフトテニス大会秋田県予選会も
兼ねており、２月１日仙台市で行われた
東北大会に髙橋・佐藤ペアと高倉・下村
ペアが出場しました。

第 17 回秋田県小学生インドアソフトテニス選手権大会

市内の小学生が活躍

優勝した髙橋優斗さん（右・角館小６年）と佐
藤大駕さん（左・大曲小６年）ペア。

髙倉美優さん（右・神代小６年）と下村まこさ
ん（左・秋田市立桜小 6 年）ペア。

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
が
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

皆さんの授業の集大成！
仙北市の魅力がたっぷり
詰まった観光ガイドブッ
クは仙北市ホームページ
から !!

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
高

等
部
３
年
生
の
４
人
。
右
か
ら
猪
本
渉
さ
ん
、
田
口
優
花
さ
ん
、

大
塚
瑠
那
さ
ん
、
鈴
木
健
祐
さ
ん
。

大曲支援学校せんぼく校の生徒が作った観光ガイ
ドブックと封筒。仙北市の魅力が詰まっています。

　

仙
北
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会
（
荒
木
和
子
会
長
）
が
、
市
内
各
小
・
中
学
校
を

対
象
に
募
集
し
て
い
た
「
非
行
防
止
・
健
全
育
成
標
語
」
の
入
賞
作
品
が
、
応
募
総
数

４
８
３
点
の
中
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
並
び
に
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

非行防止・健全育成標語

中学校の部で優秀賞に輝いた西明寺中学校の櫻田玲愛さん（3
年）と仙北地区少年保護育成委員会の新山正雄副会長。

入賞作品をご紹介します

 優秀賞 
◆ 倉橋華月（角館小学校 6 年）
こんにちは えがおをそえたら パーフェクト

 優良賞 
◆ 田口聖來（中川小学校 4 年）
あいさつは みんなをえがおに するまほう

◆ 木元佑（白岩小学校 5 年）
「だめだよ」と 自分で言おう 負けないで

◆ 髙田浩太朗（生保内小学校 6 年）
SNS あやしい話に 乗っちゃダメ

◆ 佐藤ひかり（西明寺小学校 6 年）
気がついて 心の信号 点滅中

◆ 門脇みなみ（桧木内小学校 6 年）
自分のね 情報まもろう 未来へと

小学校の部

 優秀賞 
◆ 櫻田玲愛（西明寺中学校 3 年）
ねぇ聞いて スマホじゃなくて 私の話

 優良賞 
◆ 浅利琉斗（桧木内中学校 2 年）
目を見張り 危険なサイトは ノーログイン

◆ 元村海星（西明寺中学校 1 年）
まぁいっか 1 回だけでも ゆるされない

中学校の部

右から仙北地区少年保護育成委員会の荒木和子会長、小学校の
部で優秀賞に輝いた角館小学校の倉橋華月さん（6 年）、同校
の浦山校長。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
普
段
、
仕

事
を
し
て
い
る
の
が
低
い
テ
ー
ブ
ル
な

の
で
、
長
時
間
座
っ
て
い
る
と
膝
が
悲
鳴

を
あ
げ
ま
す
。
も
う
若
く
は
な
い
ん
だ

な
と
感
じ
て
い
る
協
力
隊
の
播
磨
で
す
。

　
今
年
の
１
月
11
日
、
桧
木
内
字
松
葉

に
あ
る
寄
合
い
カ
フ
ェ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

じ
か
瀬
）
を
お
借
り
し
、
ド
ロ
ー
ン
カ

フ
ェ
と
し
て
限
定
営
業
し
ま
し
た
。
こ
の

場
所
は
元
々
商
店
で
、
そ
の
後
地
元
の

皆
さ
ん
が
集
ま
る
よ
う
な
場
所
に
な
れ

ば
と
の
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
じ
か

瀬
と
し
て
開
設
さ
れ
、
普
段
は
あ
み
カ

ゴ
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
現
在
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
折
笠
靖
子
さ
ん

が
地
域
の
皆
さ
ん
の
居
場
所
に
な
れ
ば

と
考
え
、
火
曜
日
、
水
曜
日
、
そ
し
て

第
２・４
土
曜
日
限
定
で
寄
合
い
カ
フ
ェ

と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
場
所
で
ド
ロ
ー
ン
カ
フ
ェ

と
し
て
営
業
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
ド
ロ
ー
ン
を
実
際
に

ふ
れ
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
１

人
で
も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
ド
ロ
ー
ン

を
通
じ
て
こ
の
地
域
の
魅
力
に
ふ
れ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
ド
ロ
ー

ン
カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
10
人
程
の
お
客
さ

ま
が
、
県
外
含
め
市
内
外
か
ら
ド
ロ
ー

ン
カ
フ
ェ
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
操
縦
体

験
や
、
ド
ロ
ー
ン
Ｑ
＆
Ａ
、
マ
イ
ク
ロ
ド

ロ
ー
ン
レ
ー
ス
な
ど
を
行
い
、
皆
さ
ん
と

楽
し
く
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
飛
ば
す
た
め
だ
け
に

利
用
す
る
の
も
で
は
な
く
、Science

（
科
学
）、Technology

（
技
術
）、

Engineering

（
工
学
）、Mathem

atics

（
数
学
）
な
ど
の
学
習
要
素
を
備
え
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
産
業
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

大
き
く
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
定

期
的
に
開
催
し
、
こ
の
地
域
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
や
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ド

ロ
ー
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
最
新

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
を
提
供
す
る
場
所
に
な
れ
た
ら
嬉
し

い
な
と
思
い
ま
す
。

仙北市地域おこし協力隊コラム

播 磨 靖 之

寄合いカフェが、
噂のドローンカフェに

寄合いカフェでマイクロドローンレース後に。

みんなで記念撮影。

新しい監査委員を紹介します

　欠員となっていた仙北市監査委員に高橋祐策さん（角館
町白岩）を選任する議案が、第 1 回市議会臨時会で同意さ
れました。
　高橋さんの任期は、令和 2 年 2 月 1 日から令和 6 年 1
月 31 日までの４年間となります。

新
し
い
監
査
委
員
の
高
橋
祐
策
さ
ん
。

　
２
月
４
日
開
催
の
第
２
回
仙
北
市
水
道
運
営

審
議
会
で
、
秋
田
魁
新
聞「
供
給
量
の
半
分
無

駄
～
仙
北
市
、
漏
水
深
刻
さ
増
す
」の
報
道（
２

月
３
日
朝
刊
）に
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
不
安
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
…
。

　
老
朽
管
の
布
設
替
え
な
ど
、
漏
水
対
策
の
強

化
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
水
道
未
普
及
地
域
の

解
消
を
進
め
て
給
水
戸
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
の
減
少
が

進
み
、
水
道
事
業
は
毎
年
度
厳
し
い
経
営
状
況

で
す
。
報
道
は
、
仙
北
市
の
有
収
率（
使
用
料

が
も
ら
え
る
水
の
割
合
）が
低
い
理
由
に
漏
水

が
あ
る
と
の
指
摘
で
し
た
。
し
か
し
、
漏
水
以

外
に
も
有
収
率
に
影
響
を
与
え
る
需
要
が
あ
り

ま
す
。

　
同
審
議
会
で
の
質
問
は
次
の
内
容
に
集
約
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
の
答
弁
も
あ
わ
せ
て
お
伝
え

し
ま
す
。

Ｑ
・
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
よ
う
に
給
水
の
半
分

以
上
が
本
当
に
無
駄
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
・
平
成
28
年
度
か
ら
上
水
道
と
簡
易
水
道
を

統
合
し
た
。
給
水
人
口
が
少
な
い
地
域
は
水
の

動
き
が
緩
慢
な
た
め
、
給
水
家
屋
が
多
い
地
区

と
は
別
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
凍
結

防
止（
12
か
所
）や
塩
素
の
揮
発
防
止（
６
か
所
）

で
放
水
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
断
水

給
水
、
泥
吐
作
業
、
メ
ー
タ
ー
不
感
な
ど
が
あ

る
。
市
で
は
す
べ
て
の
水
の
使
い
方
を
調
査
回

答
の
対
象
と
し
た
。こ
れ
ら
は
無
駄
で
は
な
い
。

Ｑ
・
漏
水
し
た
際
の
補
修
財
源
の
確
保
は
困
難

な
状
況
か
。

Ａ
・
も
ち
ろ
ん
補
修
は
随
時
行
っ
て
い
る
。
こ

こ
２
年
は
毎
年
１
千
万
円
近
い
修
繕
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
例
え
ば
27
年
度
は
老
朽
管

の
布
設
替
え
で
２
千
万
円
超
の
事
業
を
、
28
年

も
同
規
模
の
布
設
替
え
を
行
っ
た
。
特
に
塩
化

ビ
ニ
ル
製
の
配
水
管
は
破
損
し
や
す
い
。

Ｑ
・
今
後
の
漏
水
対
策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ
・
漏
水
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
ま
で
も
対
応
し
て
き
た
が
、
年
々
そ
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
令
和
２
年

度
に
市
水
道
事
業
基
本
計
画
を
見
直
し
す
る
。

未
普
及
地
域
の
解
消
も
継
続
す
る
が
、
漏
水
対

策
に
着
目
し
た
事
業
導
入
を
進
め
る
。

※

　
雪
が
降
ら
な
い
冬
の
後
に
、
水
不
足
の
春
が

来
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
心
配
が
心
の
中

で
膨
ら
み
ま
す
。
新
聞
報
道
を
安
定
的
な
水
道

供
給
の
機
会
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
漏
水
の
新
聞
報
道
で
』

まちづくり
市長の

日　記
No.166

　
1
月
23
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下

Ｊ
Ｆ
Ｃ
）主
催
の
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
に

参
加
し
ま
し
た
。
例
年
は
積
雪
の
状
況
に

よ
り
、
足
元
を
ど
う
し
よ
う
か
迷
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
年
は
全
く
雪
が
積
も
っ
て

い
な
い
た
め
、
迷
う
こ
と
な
く
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
て
東
京
に
向
か
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｃ
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
は
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下
Ｆ
Ｃ
）と
映
像

制
作
関
係
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
で
す
。

会
場
で
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分
か
れ
、

か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
対
応
し
ま
し
た
。
会
場
の
東
京
劇
場
ビ

ル
は
、
映
画
会
社
の
松
竹
の
本
社
が
入
っ

て
い
る
建
物
で
す
。
松
竹
の
映
画
劇
場
や

Ｖ
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
映
像
産
業
振
興
機
構
）な
ど
の

映
像
関
係
の
団
体
・
組
織
も
同
じ
建
物
内

に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
開
催
は
、
3
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
立
地
も
よ
く
、
た
く

さ
ん
の
映
像
制
作
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352

https://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

き
ま
し
た
。
よ
こ
て
Ｆ
Ｃ
と
一
緒
の
ブ
ー

ス
で
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
活
動
エ
リ
ア

だ
け
で
は
な
く
、
秋
田
県
全
域
で
提
案
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
映
像
制
作
者
か

ら
の
反
応
も
よ
く
、
撮
影
を
検
討
し
た
い

と
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
単
独
で
の
提
案
で
は
難

し
い
面
も
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
秋
田
県

全
域
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
撮
影
に
結

び
つ
く
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
終
了
後
に
は
、
全

国
Ｆ
Ｃ
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｆ
Ｃ
が
地
域
の
特
産
品
を
持

ち
寄
っ
て
、
お
ら
が
故
郷
自
慢
の
よ
う
で

大
変
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
映
像

制
作
者
も
参
加
し
、
有
意
義
に
情
報
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
秋
田
県
内
の
Ｆ
Ｃ
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
映
像
を
撮
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
長　
坂
本  

洋
）来場者で賑わうロケ地フェア。
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ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
小
規
模
事

業
者
で
、
資
格
要
件
な
ど
が
整
わ
な
い
た
め

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
が
困
難
な
方
を
対

象
に
、
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の
受
け

付
け
を
し
ま
す
。

　
登
録
事
業
者
に
は
、
原
則
と
し
て
市
が
発

注
す
る
50
万
円
未
満（
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
を
含
む
）の
修
繕
な
ど
を
行
う
際
に
、
優
先

的
に
見
積
も
り
参
加
依
頼
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

● 

年
度
前
受
付
期
間
／
２
月
19
日
㈬
～
３
月
31

日
㈫ （
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※ 

こ
の
期
間
以
降
も
登
録
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

● 

有
効
期
間
／
４
月
１
日
㈬
～
令
和
４
年
３
月

31
日
㈭

● 

受
付
場
所
／
田
沢
湖
庁
舎
１
階 

契
約
検
査

室(

持
参
、郵
送
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん)

● 

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
条
件
／

 

▼ 

仙
北
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

（
個
人
、
法
人
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建

設
業
許
可
の
有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数

な
ど
も
問
い
ま
せ
ん
）。

 

▼ 

成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助
人
、

ま
た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
方
で

な
い
こ
と
。

 
▼ 
仙
北
市
競
争
入
札
参
加
資
格
者
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

● 
申
請
書
取
得
方
法
／
契
約
検
査
室
、
市
役

所
各
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
出
張
所
で

配
布
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w

w
.city.sem

boku.akita.jp/
governm

ent/inform
ation/nyuusatu/

syoukibosyuuzenhtm
l.htm

l

）か
ら
ダ
ウ

No. 修繕などの種類 修繕などの例示
1 土木一式 道路（側溝など）、水路（護岸など）の修繕
2 建築一式 建築物の修繕で種類が複数におよぶもの
3 大工 大工、型枠、造作など
4 左官 左官、モルタル、吹付けなど
5 屋根 屋根葺きなど
6 電気設備 街路灯設置、照明設備など
7 管 空調設備、給排水、給湯設備、厨房設備、衛生設備、ガス管配管、ダクトなど
8 舗装 アスファルト、コンクリートなど
9 板金 板金加工取付など
10 塗装 塗装など
11 防水 アスファルト防水、モルタル防水、シーリング、シート防水など

12 内装仕上 天井仕上げ、壁張り、内装間仕切り、床仕上げ、たたみ、ふすま、カーテン
など

13 機械器具設置 各施設機械器具設備等設置、取付、修理
14 電気通信 通信線路設備、通信機械設置、放送機械設置など
15 造園 植栽、伐採、公園設備、園路など
16 建具 サッシ、シャッター、金属製・木製建具など
17 消防施設 火災報知設備など
18 その他 上記にあてはまらないもの

●募集住宅

住宅名 住所 規格 階数 月額家賃 月額駐車料金

菅沢住宅2-17
（築42年） 角館町菅沢46-2 3DK 3階建

3階
15,100円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅3-35
（築41年） 角館町菅沢42-61 3LK 3階建

3階
15,600円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅4-51
（築41年） 角館町菅沢42-61 2LK 3階建

3階
15,600円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅5-66
（築40年） 角館町菅沢46-1 3DK 3階建

3階
16,300円から

（所得額による）
駐車場なし

公園南団地1-4
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

1階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

公園南団地3-2
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

3階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

公園南団地3-4
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

3階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

公園南1号団地3-2
（築13年） 田沢湖生保内字武蔵野105-1058 2LDK 3階建

23,900円から
（所得額による）

駐車場あり

松葉住宅 東201
（築16年） 西木町桧木内字松葉278-2 2LDK 2階建

2階
35,000円 駐車場あり

（駐車料金あり）

松葉住宅 西201
（築16年） 西木町桧木内字松葉247-3 2LDK 2階建

2階
35,000円 駐車場あり

（駐車料金あり）
※月額家賃の 3 か月分の敷金の納付、連帯保証人が必要となります（抽選日から 10日以内）。
※暖房器具は、湿気防止のため、屋外給排気式（FF 式など）または電気ストーブを使用。
※申込は 1世帯1戸限りです。

●
募
集
期
間
／

　
２
月
17
日
㈪
～
27
日
㈭

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま

で
の
条
件
に
す
べ
て
あ
て
は

ま
る
こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

こ
と（
婚
姻
の
予
約
者
を
含

む
）。

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合

計
が
15
万
８
０
０
０
円
以

下
。
た
だ
し
、
小
学
校
就
学

前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
方
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能

な
ど
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で

す
。

※
松
葉
住
宅
の
月
額
家
賃
に
つ
い

て
は
定
額
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
必
要
書
類
を

添
え
て
、
募
集
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い（
当
日
必

着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　
建
設
課（
西
木
庁
舎
）、
田
沢

湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の
各
１
通（
学
生
は

除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
31

年
度（
令
和
元
年
度
）市
県
民

税
課
税
証
明
書
各
１
通（
所

得
・
控
除
・
年
税
額
の
記
載
の

あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民

票
謄
本
１
通（
省
略
事
項
の

な
い
も
の
・
婚
姻
予
定
者
な

ど
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書 

１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本

１
通（
単
身
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行

さ
れ
ま
す（
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の

場
合
、
書
類
審
査
の
う
え
、

公
開
抽
選（
申
込
人
に
よ
る

く
じ
引
き
）を
行
い
ま
す
。

 

▼
抽
選
日
時
／
３
月
４
日
㈬ 

14

時

 

▼
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
２
階 

農
林
研
修
室

（
西
木
庁
舎
）

●
入
居
時
期
／
3
月
13
日
㈮
～

営住宅の入居者を募集します市 【問合せ】建設課 管理係
（西木庁舎） ☎（43）2295

　
秋
田
県
で
は
２
月
29
日
ま
で
桧
木
内
字
相

内
潟
か
ら
田
沢
字
潟
前
に
か
け
て
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
生
息
調
査
に
伴
う
猟
銃
を
使
用
し
た
捕

獲
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
の
山
へ
入
る
際
は
十
分
注
意
す
る
と

と
も
に
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

捕
獲
活
動
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】秋
田
県
自
然
保
護
課

☎
０
１
８-

８
６
０-

１
６
１
３

農
林
整
備
課（
西
木
庁
舎
）

☎（
43
）２
２
０
７

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の

新
規
登
録
と
登
録
更
新
を
受
け
付
け
ま
す

【
問
合
せ
】契
約
検
査
室（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
９

ン
ロ
ー
ド

●
そ
の
他
の
提
出
書
類
／

 

▼ 

市
税
の
納
税
証
明
書（
滞
納
な
し
証
明
）

 

▼ 

法
人
の
場
合
…
商
業
登
記
簿
謄
本（
履
歴
事

項
全
部
証
明
書
）の
写
し（
発
行
か
ら
３
か

月
以
内
の
も
の
）

 

▼ 

個
人
の
場
合
…
住
民
票
の
写
し（
発
行
か
ら

３
か
月
以
内
の
も
の
）

 

▼ 

資
格
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
技
術
者
資
格

等
証
明
書
の
写
し（
申
請
書
に
記
入
し
た
資

格
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
）

●修繕などの種類／

8Semboku  City  Public  Relations9 広報せんぼく 2020-2-16



information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

人
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合（
出
生
・
死

亡
・
婚
姻
・
転
出
・
転
入
な
ど
）、
届
け
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
市

役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所
で
、
速
や
か
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
井
戸
水
を
利
用
し
て
、
下
水
道
も
し
く

は
集
落
排
水
へ
流
し
て
い
る
方
や
、
市
が

設
置
し
た
合
併
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
毎
月
の
下
水
道
使
用
料
金
を
使

用
人
数
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
使
用

上
下
水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
６

　食事は毎日の楽しみの一つで
す。
　にしき園では、利用者の皆さ
まの栄養管理を行っています。
　飲み込みやすいようトロミを
付けたり、食の細い方には栄養
補助食品を付けたり、食べやす
いよう食器を調節し、栄養士・
調理部門・看護師・介護士・リハ
ビリ部門が連携して、お一人おひとりの体の状態に合わせた食事を
提供しています。
　また、月に 1回から 2回、季節にあった行事食を取り入れて皆さ
まに喜んでいただけるよう工夫しています。
　今年の冬は例年に比べて穏やかですね。雪国の春ももうすぐです。

【利用者の状況】
11月末 86人

12月入所 13人
12月退所 10人

12月末 89人
平均要介護度  3.1

施
設
見
学
は
い
つ
で
も
お

い
で
い
た
だ
け
ま
す
！

お
電
話
く
だ
さ
い
。

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は高齢や病気で身体機能の衰えた方にリハビリなどを施し、
寝たきりを防いで生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

元
旦
祝
い
膳

－　第2号　－

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
税
務
課
、
角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
）

●
３
月
２
日
㈪
納
期
限
の
税
目
／

 

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
８
期
分

 

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
第
８
期
分

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日（
３
月
２
日
）で

す
の
で
、通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ
び
各
種

料
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
夜
間
納
税
・
各
種
料
金
納
付
窓

口
を
開
設
し
ま
す（
各
種
料
金
に
つ
い
て

は
、
納
付
書
持
参
を
原
則
と
す
る
た
め
、

納
付
書
を
持
参
し
て
い
な
い
場
合
は
お
受

け
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
）。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
2
月
28
日
㈮ 

17
時
15
分
～
19
時

夜
間
納
税
・
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課 

収
納
推
進
係

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
２
３

　
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設
な

ど
の
下
水
道
施
設
に
異
物
が
混
入
す
る
と

機
械
が
故
障
し
、
そ
の
復
旧
費
用
は
結
果

的
に
使
用
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

　
布
類
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
水
に
溶
け
な
い

も
の
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
油

類
を
流
す
と
管
路
が
詰
ま
り
、
処
理
場
で
水

処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ

ク
ル
や
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
宅
内
桝
は
定
期
的
に
掃
除
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
下
水

管
の
詰
ま
り
や
悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
施
設
は
み
ん
な
の
財
産
　
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

～
下
水
道
施
設
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
～

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
６

下水道施設に混入する異物には次のよ
うなものがあります。

トイレ

風 呂

台 所

ティッシュ、布類、紙おむつ、
衛生用品など

タオル、排水口にた
まった髪の毛など

油類、野菜くず、
割り箸、スプーンなど

会 

各
支
所

● 

ご
提
供
い
た
だ
き
た
い
食
料
品
／
▼
穀

類（
米
・
乾
麺
・
小
麦
粉
な
ど
） 

▼
調
味

料（
み
そ
・
醤
油
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
） 

▼
缶
詰（
魚
・
肉
・
果
物
な
ど
） ▼
お
菓
子

類 

▼
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品 

▼
レ
ト
ル
ト

食
品 

▼
の
り
、
お
茶
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど

●  

ご
提
供
い
た
だ
き
た
い
食
料
品
の
条
件
／

▼
包
装
や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
も

の 

▼
生
鮮
食
品
以
外
の
も
の 

▼
未
開
封

の
も
の 

▼
消
費
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
1
か
月
以
上
先
の
も
の 

▼
包
装
や

外
装
を
移
し
替
え
て
い
な
い
も
の（
お

米
は
除
く
）

※ 

上
記
条
件
を
確
認
の
う
え
、
状
態
に
よ
っ
て

は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
食
料
品
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
仙
北
市
で
は
、
食
料
品
を
集
め
る
運
動

（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
）を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
食
料

品
は
、「
一
般
社
団
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ

き
た
」に
お
届
け
し
、
そ
こ
か
ら
食
事
に

不
自
由
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
に
活

用
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

● 

実
施
期
間
／
２
月
17
日
㈪
～
３
月
13
日

㈮ 

8
時
30
分
～
17
時
15
分（
時
間
外
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

● 

受
取
窓
口
／
▼
社
会
福
祉
課
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

 

▼ 

社
会
福
祉
法
人
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議

食
料
品
を
募
集
し
ま
す

（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
）

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
元
々
の
臨

時
職
員
の
こ
と
で
、
こ
の
度
の
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
大
き
く
制
度
が
変

わ
り
ま
す
。

● 
募
集
職
種
・
人
数
／

 

▼ 

看
護
助
手（
フ
ル
タ
イ
ム
）・
２
人

 

▼ 

医
事
事
務（
医
療
連
携
事
務
・
フ
ル
タ
イ

ム
）・
１
人

仙
北
市
病
院
事
業
（
市
立
角
館
総
合
病
院
）

４
月
１
日
採
用
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】市
立
角
館
総
合
病
院 

総
務
管
理
課（
角
館
町
岩
瀬
）☎（
54
）２
１
１
１

※ 

募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

● 

募
集
期
限
／
２
月
28
日
㈮ 

17
時
ま
で

● 

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

と
履
歴
書
を
市
立
角
館
総
合
病
院（
総

務
管
理
課
）へ
ご
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送

可
）。

● 

選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

相
談

● 

参
加
料
／
無
料

● 

主
催
／
仙
北
市

● 

運
営
／
株
式
会
社
フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研

● 

申
込
方
法
／
①
参
加
希
望
日 

②
お
名
前 

③
人
数 

④
電
話
番
号 

を
次
の
申
込
先
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
せ
／
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

 

▼
電
話（
43
‐
３
３
１
５
）

 

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
‐
１
３
０
０
）

 

▼ 

メ
ー
ル（sousei@

city.sem
boku.

akita.jp

）

　
仙
北
市
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
に
よ
る
農
業

生
産
性
の
向
上
、
省
力
化
、
新
規
就
農
者

の
増
加
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
目

指
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
担
い
手
と
な
る

事
業
者
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
仙
北
市
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

取
り
組
み
や
、
ス
マ
ー
ト
農
業
実
装
事
例

の
紹
介
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
紹
介
や
導
入
の

提
案
な
ど
の
ほ
か
、
個
別
相
談
に
も
応
じ

ま
す
の
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
・
会
場
／

 

▼ 【
第
１
回
】２
月
21
日
㈮ 

13
時
～
16
時
30

分
・
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

 

▼ 【
第
２
回
】２
月
28
日
㈮ 

13
時
～
16
時
30

分
・
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

● 

プ
ロ
グ
ラ
ム（
第
1
回
・
第
2
回
共
通
）／

 

▼ 

事
例
紹
介（
水
稲
、
キ
ク
） 

▼
農
業
Ｉ
ｏ

Ｔ
機
器
紹
介（
水
管
理
、
病
害
予
測
、
ド

ロ
ー
ン
、
経
営
管
理
） 

▼
終
了
後
、
個
別

農
業
最
新
技
術
活
用

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５
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生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

第100
号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

教育委員会 教育総務課内　北浦教育文化研究所  ☎43-3387KITAURA №100

角
館
小
学
校　
匠
の
技
を
学
ぶ

～
お
米
を
使
っ
た
料
理
教
室
～

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

本
場
の
発
音
に
挑
戦

た 

の
し
く
学
ぶ

中
国
語
講
座

　

角
館
公
民
館

で
は
、
１
月
16

日
か
ら
全
５
回

（
毎
週
木
曜
日
）

の
日
程
で「
た
の

し
く
学
ぶ
中
国

語
講
座
」を
開
講

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
田
村

雄
幸
氏
と
中
国

出
身
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
迎
え
、
あ
い

さ
つ
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
会
話
を
例
に
、
単
語
や
本
格

的
な
発
音
方
法
に
つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
本
格

的
な
中
国
語
の
発
音
な
ど
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
も
ら

い
た
い
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　
生
保
内
中
学
校
３

年
生
の
理
科
の
授
業

で
東
北
大
学
大
学
院

職
員
に
よ
る
、
玉
川

温
泉
水
と
廃
材
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
か
ら
、
水

素
を
生
成
さ
せ
る
実

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
玉
川
温
泉
水
に
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
入
れ
、

し
ば
ら
く
す
る
と
水
素
の
泡
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
食
い
入
る
よ
う
に
様
子
を
見

つ
め
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
水
素

を
燃
料
電
池
に
入
れ
る
と
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
が
見
事
点
灯
し
ま
し
た
。

　
水
素
発
生
に
は
、
温
泉
水
を
使

い
ま
す
が
、
ど
こ
の
温
泉
水
で
も

よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
酸

性
度
が
強
い
玉
川
温
泉
水
で
な
い

と
水
素
が
た
く
さ
ん
発
生
し
な
い

そ
う
で
す
。

　
水
素
を
使
う
燃
料
電
池
は
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
新
田
目
真
弥
さ
ん

が「
廃
材
の
ア
ル
ミ
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
鉄
く
ず
で
は
だ
め
な
の
か
」

と
質
問
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
は

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
仙
北
市

に
あ
る
宝
物
に
ま
た
一
つ
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「おおっ～！」水素 LED が点灯し歓声が上が
ります。

　
毎
朝
の
読
書
の
時
間
は
、
自
分
で
選
ん

だ
本
を
静
か
に
集
中
し
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
落
ち
着
い
た
一
日
の
始
ま
り
で
す
。

桧
木
内
中
学
校
で
は
こ
の
時
間
に
一
工
夫

加
え
、
金
曜
日
は「
新
聞
を
読
む
こ
と
」

に
全
校
生
徒
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
１
月
24
日
朝
８
時
15
分
、
全
校
生
徒
が

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
集
合
し
ま
し
た
。
今
回

は
四
つ
の
テ
ー
マ
を
定
め
、
選
ん
だ
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
記
事
を
探
す
活
動
で
す
。
同

じ
テ
ー
マ
で
も
生
徒
に
よ
っ
て
選
ぶ
記
事

が
違
い
ま
す
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
す
。
集

め
た
記
事
を
テ
ー
マ
ご
と
の
台
紙
に
貼
り
、
全
体
的
に

見
て「
今
ど
ん
な
こ
と
が
世
の
中
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
の
か
」を
考
え
ま
す
。

　
普
段
か
ら
朝
や
帰
り
の
会
の
中
で
、
気
に
な
っ
た
新

聞
記
事
を
学
級
で
紹
介
し
合
い
、
感
想
や
考
え
を
交
流

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
学
年
へ
出
向
き
、
記
事
を
紹

介
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
歴
史
」「
地
域
」「
健
康
」「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」の
四
つ
で
す
。
他
の
人
が
ど
ん
な
記
事
を

選
び
、
ど
ん
な
考
え
を
も
つ
の
か
、
交
流
す
る
中
で
発

見
し
て
い
く
こ
と
も
活
動
の
ね
ら
い
の
一
つ
で
す
。

　
３
年
生
の
浅
利
華
那
さ
ん
は
、「
普
段
と
違
う
活
動

が
あ
る
の
は
い
い
。
新
聞
を
読
む
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

の
で
、
学
校
で
時
間

を
と
る
こ
と
は
い
い

機
会
だ
と
思
う
。
な

か
な
か
興
味
が
も
て

な
い
話
題
で
も
、
記

事
を
読
ん
で
み
る
こ

と
で
発
見
が
あ
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

米粉パンケーキ作りの 1コマ。

気になる記事がどんどん見つかる！

雪景色の武家屋敷通りにカメラを向けて。

ヘ
ル
シ
ー
に
で
き
上
が
り
ま
し
た

朝 

紫
（
古
代
米
）
を
使
っ
た

お
は
ぎ
作
り
教
室

　

角
館
公
民
館
で

は
、
１
月
22
日
・

23
日
に「
朝
紫

（
古
代
米
）
を

使
っ
た
お
は
ぎ

作
り
教
室
」を
旧

石
黒（
恵
）家
で
行
い

ま
し
た
。

　

講
師
の
浅
利
久
美
子
氏
か
ら
材
料
の
配

分
や
仕
上
げ
ま
で
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な

が
ら
参
加
者
は
色
と
り
ど
り
の
和
菓
子
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
試
食
タ
イ
ム
の
中

で
、
最
近
お
は
ぎ
な
ど
を
作
れ
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
今
後
も
郷
土
料
理
や

お
菓
子
作
り
を
学
べ
る
機
会
を
設
け
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

美
味
し
く
仕
上
が
り
ま
し
た

　

韓 

国
料
理
教
室

　
田
沢
湖
公
民
館
で
は
、
１
月
15
日
、
田
沢

湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に「
韓
国
料

理
教
室
」を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
、
朴
敬

姫（
パ
ク
キ
ョ
ン
ヒ
）氏
を
迎
え「
韓
国
海

苔
巻
き
の
キ
ン
パ
」と「
ビ
ビ
ン
バ
」の
作

り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
本
場

韓
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
材
料
と
身
近
に
あ

る
食
材
を
使
っ
て
２
種
類
の
キ
ン
パ
を
作

り
ま
し
た
。
教
室
の
最
後
に
は
、
お
楽
し
み

の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
韓
国
の
食
文
化
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
提
供
す
る
朴
氏
と
談

笑
し
な
が
ら
、
参
加
者
は
楽
し
そ
う
に
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

冬
景
色
を
バ
ッ
ク
に

　

写 

真
撮
影
会

　

西
木
公
民
館
で
は
、
１
月
21
日
、「
な
ご

や
か
写
真
ク
ラ
ブ
」の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
冬
の
角
館
武
家
屋
敷
の
撮
影

会
を
行
い
ま
し
た
。
今
冬
は
降
雪
量
が
少
な

く
、
雪
景
色
の
武
家
屋
敷
を
撮
影
で
き
る
か

心
配
で
し
た
が
、
前
夜
に
降
っ
た
雪
と
当
日

の
好
天
に
恵
ま
れ
、
光
の
変
化
に
よ
る
写
真

の
撮
り
方
や
違
い
に
つ
い
て
、
講
師
の
高
橋

覚
氏（
あ
お
ば
写
真
）か
ら
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

本場の味を食卓に。

真剣に講座を聞く様子。

＼　白と黒のコントラスト／

分量の配分を学んでいる様子。 色とりどり！

／　
お
い
し
そ
う
！　
＼

　
１
月
28
日
、
角
館
小
学
校
５
年
生
を

対
象
に
し
て「
お
米
を
使
っ
た
料
理
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
角
館
小
学
校
は
地

域
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
田
植
え
・
稲
刈

り
・
脱
穀
・
調
理
と
い
っ
た
様
々
な
面
で
、

そ
の
道
の「
匠
」か
ら
技
術
を
学
ぶ
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
に
し
て
い
た
調
理
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
婦
人
部
の
方
々
に

教
わ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
米
粉

パ
ン
ケ
ー
キ
・
お
に
ぎ
り
・
お
は
ぎ
・
ラ

イ
ス
ピ
ザ
の
４
品
を
作
り
ま
し
た
。
鈴

木
優
さ
ん
は
パ
ン
ケ
ー
キ
を
ひ
っ
く
り

返
す
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
大
き
く
て
切

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
大
変
だ
っ
た
。
匠
が

す
ご
く
上
手
だ
っ
た
」と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に

な
っ
て
い
た
の
が
お
は
ぎ
作
り
で
す
。
餅

米
を
つ
ぶ
す
の
が
楽
し
そ
う
で
、
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
実
際
に
食
べ
て
み
る
と「
ウ
マ
ッ
！
」

と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か

れ
ま
す
。
米
粉
パ
ン
ケ
ー
キ
の
独
特
の

食
感
や
、
初
め
て
食
べ
る
ラ
イ
ス
ピ
ザ
の

味
に
感
動
し
た
子
ど
も
た
ち
が
多
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
船
木
ま
こ
さ
ん
は
、「
自

分
た
ち
が
作
っ
た
お
米
が
こ
ん
な
に
お

い
し
い
料
理
に
な
っ
て
嬉
し
い
。
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
活
動
の
最
後
に
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ

の
担
当
者
か
ら「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
修
了

証
」を
受
け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
仙
北

市
の「
匠
」の
技
を
し
っ
か
り
と
受
け
継

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

桧木内中学校
朝の読書をちょっとアレンジ

生保内中学校
仙北市の宝物 玉川温泉
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保
健

と

の

健
康

掲
示
板

保
健
と
健
康
の
掲
示
板

喫煙場所 の 規制 がスタートします！

受動喫煙防止対策のための助成があります！

　中小企業事業主が受動喫煙防止対策を実施するために必要な経費のうち、一定の基準を満たす
各種喫煙室などの設置にかかる工費、設備費、備品費、機械装置費などの経費に対して助成を行
う制度です。
▶問合せ　秋田県労働局 雇用環境・均等室　☎018-862-6684

▼ 10:00～11:20　㈱成立田沢湖工場

▼12:10～13:10　
日東光器㈱田沢湖工場

▼15:00 ～16:00　田沢モータース　病気やケガなどで輸血を必要としている患者さんの尊い生
命を救うため、献血のご協力をお願いします。
※せんぼく健康ハッピー大作戦～健康ポイント事業～の対象とな
ります。（献血 1 回につき 2 ポイント‼）

献血のお知らせ２月

問合せ／仙北市保健課　☎55-1112

2／20木

申込・問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

いのちの総合相談会
　家庭問題、経済・生活問題、健康問題、人間関係など、
どのような悩みも解決に向けて一緒に向き合います。

悩んでいること何でもご相談ください！

日時
3月6日㈮・3月7日㈯
どちらも10時～ 16時30分まで

場所 角館交流センター

対象 仙北市民

相談員 NPO 法人蜘蛛の糸相談員、保健師

2月27日㈭まで、電話でお申し込みください。申込

秘密厳守

相談時間は
90分程度

相談料 無料

オレンジリングをお持ちの方集まれ！！

　認知症サポーターになったけれど、「もっと認知症につい
て理解を深めたい！」「地域で何か活動できないかな？」な
ど、サポーターさんの疑問や活動する方法をみんなで学ぶ
講座を企画しました。
　たくさんの認知症サポーターさんのご参加をお待ちして
います。

■日　時　3月7日㈯
　　　　　10時～ 12時（受付：9時30分～）
■場　所　 西木温泉ふれあいプラザ クリオン
　　　　　2階多目的ホール
■対象者　 認知症サポーター養成講座を受けたこと

がある方（オレンジリングをお持ちの方）

■内　容　 認知症についての知識を深めよう・地域
で活動していく方法について など

■申　込　 2月28日㈮まで、電話でお申し込みくだ
さい。

申込・問合せ／
仙北市包括支援センター  ☎43-2283

認知症サポーターステップアップ講座 を開催します !!

問合せ／仙北市保健課　☎55-1112

 　店舗の屋内全面禁煙化に率先して取り組む小規模飲食店が、屋内を禁煙とする際に負担する、
喫煙所の撤去や壁紙・カーテンの交換などの経費に対して助成を行う制度です。
▶問合せ　秋田県健康福祉部 健康づくり推進課　☎018-860-1429

県 秋田県受動喫煙防止対策支援事業費補助金

国 受動喫煙防止対策助成金 厚生労働省
ホームページ

秋田県公式
ウェブサイト

　「望まない受動喫煙」をなくすため、施設の区分ごとに喫煙の規制を定めた「健康増進法の一部を改正する
法律」が4月1日から全面施行されます。また、同日に秋田県独自の規制が盛り込まれた「秋田県受動喫煙防
止条例」も施行され、事業者や飲食店の皆さんに受動喫煙防止対策に関する義務が生じることになります。

幼稚園・保育所、
認定こども園、小・中学校、
高校、児童福祉施設など

完全敷地内禁煙

×

屋外への喫煙場所設置不可

大学、医療機関、
行政機関の庁舎など

原則敷地内禁煙

△

できるだけ屋外に喫煙場所を
設置しない

駅、空港、バス・フェリー
ターミナルなど

完全屋内禁煙
喫煙場所を設置する場合は

屋外へ

※ 既存の経営規模の小さな飲食店へ
の経過措置があります。

事業所、ホテル、
飲食店など

原則屋内禁煙
喫煙を認める場合は、喫煙専
用室（飲食不可）の設置が必要

主催者は受動喫煙が
生じないように配慮

屋外
（イベント・大会会場など）

4 月 1 日から！

喫煙
エリア

掲示される標識の例

禁煙
エリア

20歳未満
立入禁止 喫煙専用室あり 加熱式たばこ

専用喫煙室あり

① 目的は「望まない受動喫煙による健康影響をなくす」ため
② 受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者さんなどに配慮
③ 施設の類型・場所ごとに対策を実施？どのように法律が改正されたの？
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競技スケジュール

FIS フリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会 組織委員会事務局

（仙北市教育委員会 スポーツ振興課内）
☎0187-43-3390
大会公ホームページ  http://akitamogul.com/

問
合
せ

出場予定の注目日本
人選手

可能性が期待されていた若手がつい
に台頭。今季開幕戦フィンランド
Ruka 大会で、デビュー戦にもかか
わらずモーグル2位、第2戦モーグル
5位と破竹の勢いを見せている。秋
田たざわ湖大会でも彼女と世界の強
豪選手との対決から目が離せない。
飛躍の年となりそうだ。

一昨年のワールドカップ秋田たざわ
湖大会ではモーグル、デュアルモー
グルの2冠を制し、昨年はワールド
カップ総合２位。今季も開幕戦モー
グル2位、第2戦モーグル優勝と好調
を維持し、総合２位と王者キングズ
ベリーを猛追している。今大会最も注
目される日本のエースに期待したい。

今シーズン第3戦中国 Thaiwoo 大
会デュアルモーグルでは、自己最
高4位に入るなど今季上々の滑り出
しといえるだろう。ワールドカップ
参戦４年目となり、表彰台もあと一
歩のところまできた。秋田たざわ湖
大会では表彰台に上がる姿を日本の
ファンに見せてほしい。

8:50 公式トレーニング（女子）
9:45 モーグル女子予選
10:35 公式トレーニング（男子）
11:30 モーグル男子予選
12:50 決勝進出者公式トレーニング（男女）
13:30 モーグル女子決勝（16人）
13:52 モーグル男子決勝（16人）
14:18 モーグル女子決勝（6人）
14:30 モーグル男子決勝（6人）
14:45 表彰式（ゴールエリア）

10:25 公式トレーニング（男女）
11:45 デュアルモーグル男女予選
13:30 デュアルモーグル男女決勝（各16人）
14:50 表彰式（ゴールエリア）

さあくるぞ！モーグ
ルワールドカップ

！

　FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大会開催が
迫ってきました。
　6回目となる今大会は、暖冬の影響で雪不足によるコース設営が懸念
されるものの、世界15か国150人を超える選手・関係者が集結し、22
日からワールドカップ第8戦、9戦が行われます。昨年の覇者ミカエル・
キングズベリー選手をはじめ、今季も好調を維持している堀島行真選
手ら世界トップアスリートの白熱したレースをぜひご覧ください。

HORISHIMA Ikuma

KAWAMURA Anri

SUMIYOSHI Kisara

2月22日土 モーグル予選・決勝

2月23日日 デュアルモーグル予選・決勝

※スケジュールは変更する場合があります。

日本のエース

表彰台までわずか

勢いに乗る若手選手

今大会も元日本代表・
上村愛子さんがアンバサ
ダーとして大会を盛り上

げてくれます !!

堀島 行真

川村 あんり

住吉 輝紗良

 　
毎
年
３
月
第
１
週(

３
月
１
日
～

７
日)

は
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

で
す
。

　
４
月
の
入
園
・
入
学
・
進
級
に
備

え
て
接
種
の
し
忘
れ
が
な
い
か
、
お

子
さ
ん
の
母
子
手
帳
を
確
認
し
、
必

要
な
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
体
調

の
よ
い
時
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
予
防
接
種
は

必
要
な
の
？

　
子
ど
も
は
感
染
症
か
ら
身
を
守
る

力
で
あ
る
免
疫
力
が
十
分
に
備
わ
っ

て
い
な
い
た
め
、
予
防
接
種(

ワ
ク

チ
ン)

を
受
け
る
こ
と
で
、
免
疫
を

つ
く
り
、
病
気
か
ら
身
を
守
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

接
種
期
限
が

せ
ま
っ
て
い
ま
す
！

対
象
▼
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成

26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

仙北市ホームページ
はコチラ！

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

感
染
症
か
ら

な
な い

ろ通信

仙北市
版ネウボラ

【電話相談／仙北市保健課】

《固定電話》 ☎ 55-1112
《携帯電話》     080-2813-0835

妊
娠

出
産

乳
幼
児
期

フィンランド語で「相談する場所」が日本語に
近い意味。フィンランドでは、「ネウボラ」として、
かかりつけの担当者や専門職が、妊娠期から就
学期まで切れ目なくサポートしています。

ネ ウボ ラ っ て？

子

育て
世代包

括支援セン

タ
ー

麻
し
ん
風
し
ん(

Ｍ
Ｒ)

２
期

(

年
長
児
相
当　
※
今
年
４
月
に
小
学

校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん)

二
種
混
合

対
象
者
▼
平
成
19
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん(

小
学
校
６
年
生　
※
今

年
４
月
に
中
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん)

麻
し
ん
風
し
ん
混
合(

Ｍ
Ｒ)

２
期
と
二
種
混
合
予
防
接
種

の
無
料
で
接
種
で
き
る
期
限

は
３
月
31
日
㈫
で
す
!!

※ 

接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
助
成
対

象
外
と
な
り
、
接
種
料
金
は
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※ 

予
診
票
の
な
い
方
は
、
お
子
さ

ん
の
母
子
手
帳
を
持
参
し
、
保

健
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
健

と

の

健
康

掲
示
板問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　　動脈硬化予防のためのワンポイント！

▶主食・主菜・副菜をそろえた献立でバランスよく。
▶ 塩分は血管若返りの大敵！だしや薬味を使うと美味し

く減塩できます。

　血管の健康状態を意識したことはあります
か？健康な血管は、しなやかで弾力性がありま
す。しかし、生活習慣や加齢によって、血管は
だんだんと硬く、もろくなっていくことを動脈
硬化といいます。動脈硬化は全身の血管で起こ
り、脳卒中や心筋梗塞などの病気を引き起こし
ます。
　血管は、ある程度加齢とともに衰えてしまう
ものですが、高血圧・脂質異常・高血糖といっ
た生活習慣病や喫煙などは動脈硬化を加速させ
る要因です。

　　動脈硬化とは？

健康ワ
ンポイ

ント

動脈硬化を防いで血管イキイキ生活

食
事
編

運
動
編

生
活
習
慣
編

運動は血液の質をよくし、血管にかかる負担を減らしま
す。ウォーキングや階段昇降などの有酸素運動やストレッ
チ、筋トレで今より 10分多く体を動かしてみましょう。

▶ 禁煙のすすめ…たばこは様々な病気の危険性を高める
うえ、血管の老化も進めます。

▶ 体重管理…肥満の解消は、血管の若返りにつながりま
す。体重を測ったらカレンダーや手帳、スマホアプリ
などに記録してみましょう。

※なんらかの病気の診断を受けている方は、主治医と相談のもと行ってください。
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公共職業訓練 4月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を
対象にものづくり分野に関する専門的技
能・知識を習得するための職業訓練を行っ
ています。
【訓練期間】①②4月2日 木 ～ 9月30日

水 （6か月） ③4月7日火 ～ 10月30日
金 （7か月）

【時間】9:20 ～ 15:40
【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）
【訓練科（定員）】①電気設備技術料（13人）  

②ビル管理技術科（15人）  ③建築 CAD
施工科《導入訓練付》（10人）

【受講料】無料（テキスト代などは自己負担）
【募集期限】2月26日水 
【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ
けて再就職を希望される方

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講
者第一係  ☎018-873-3178

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

仙北市総合情報センター主催
第3回パソコン講座
【パソコン基本】3月3日火 、4日水  
　マウス ･ キーボード操作、文字入力、

インターネット、電子メールなど 《対
象：初心者》

【ワード・エクセル基本】3月10日 火 、
11日 水  文章作成、計算・表作成など 

《対象：パソコン基本操作をおおよそ習
得している方》

【時間】13:00 ～ 16:00
【場所】仙北市総合情報センター 研修室
【定員】各19人（新規受講者優先）
【受講料】仙北市民は無料。仙北市外の方はパソコン使用料がかかります。
【申込期間】2月17日月 ～ 21日金

【その他】 ▼センター備えつけのパソコンを使用します。 ▼テキストは、学研の「500円で
わかる Windows10」シリーズを書店（ブックイン105など）で購入し持参願います。

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター  ☎43-3339

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

3月に田沢湖クニマス未来館で写真展開催 !
企画展『クニマスがいた頃の田沢湖』
　過去の田沢湖や田沢湖畔を写した写真展を田沢湖クニマ
ス未来館研修ホールで開催します。この機会にぜひお立ち
寄りください。
【開催期間】3月1日日 ～ 4月13日月 （毎週火曜日休館）
【開館時間】9:00 ～ 16:00
【場所】田沢湖クニマス未来館
【入館料】大人（高校生以上）300円、小人150円（6歳未満無

料）  ※仙北市民は無料
【問合せ】 ▼仙北市企画政策課  ☎43-1112  ▼田沢湖クニマ

ス未来館  ☎49-8131

元気してらが   入場無料

フェスティバル
　仙北市、大仙市、美郷町などから地域
で活躍するグループが大集合！和太鼓、
手踊り、ダンスなど様々なジャンルのス
テージをお楽しみください。
【日時】2月23日 日・祝   ▼開場12:00 

▼開演13:00 ▼ 11:00からロビーで地産
地消のお店が開店

【場所】わらび劇場
【問合せ】元気してらがフェスティバル実

行委員会（わらび劇場内）  ☎44-3915

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。
【日時】2月26日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第2研修室
【相談員】佐々木優弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットな
ど多重債務のご相談  ▼中小企業・個人
事業に関するご相談  ▼高齢者・障がい
者に関するご相談  ▼交通事故に関する
ご相談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（ ①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～
14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～
15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）　

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくだ
さい。相談に必要と思われる資料があ
りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

司法書士相続無料相談会
　秋田県司法書士会では、相続セミナー
および無料相談会を開催します。予約は
不要、直接会場へお越しください。
【日時】3月7日土 ▼相続セミナー 13:30

～ 15:00 ▼相続相談会 14:00 ～ 16:00
【場所】大曲交流センター（大仙市大曲日

の出町二丁目7-53）
【問合せ】秋田県司法書士会
　☎018-824-0187

▼ ▼ ▼Consultation相　談

令和2年第2回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。家に残っている薬の整理（持
参した場合）や家庭用医薬品などお薬の
ことなら何でも相談にのります。お気軽
にご相談ください。
【日時】2月25日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店  
☎43-9189

▼ ▼ ▼Consultation相　談

「田沢湖歴史再発見塾」
塾生募集
　田沢湖歴史再発見塾では、ふるさと仙
北の歴史を学び、郷土の身近な歴史をひ
もときながら、自ら調べ、発見し、広く
伝えることでふるさと田沢湖のよさを再
認識し、この地域に生きる誇りと自信を
持てるよう、手作りの塾として 2016 年
7 月に活動が始まりました。このたび、
塾では一緒に活動していただける 2020
年度新規塾生を募集中です。どうぞお気
軽にお申し込みください。
【募集人数】10人
【入会資格】特になし
【募集期限】3月31日火 
【申込・問合せ】 ▼安部哲男  ☎43-1513

▼千葉惣永  ☎43-2161

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

令和元年分の
　　確定申告と納税はお早目に !
大曲税務署からのお知らせ
　大曲税務署では、次の日程で確定申告
書作成会場を開設します。
【開設日時】2月17日月 ～ 3月16日月 
　（土・日・祝日を除く）9:00 ～ 17:00
※会場は大変混雑しますので、開設時間

内に申告書を作成できるよう、なるべ
くお早めにお越しください。

【相談案内時間】9:00 ～ 16:00
【場所】大曲税務署2階会議室（大仙市大

曲上栄町9-4）※駐車場はありますが、
期間中は混雑が予想されますので、公
共交通機関などをご利用ください。

【確定申告期限と納付期限】 ▼申告所得税
及び復興特別所得税・贈与税：3月16
日 月 ▼消費税及び地方消費税（個人事
業者）：3月31日 火 

※申告書の提出後に、納付書の送付や納税
通知などによる納税のお知らせはありま
せん。納付には、便利で安全な振替納税

（口座振替）をぜひご利用ください。
【問合せ】大曲税務署 ☎0187-62-2191
　（自動音声によりご案内します。確定申

告に関するご相談・ご質問は「0」を選
択してください）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

年金を増やしませんか !
　国民年金基金は、老齢基礎年金の上積
み年金として給付を行う、公的な年金制
度です。年金額を自分で設計して増減す
ることも可能で、掛金は全額「社会保険
料控除」の対象となり、受け取る年金に
も「公的年金等控除」があるなど、税制
面でも優遇されています。また、基本型
は 65 歳から受け取り開始ですが、2 口
目以降に 60 歳から受け取るタイプもあ
ります。
　次の条件を満たした方が加入できます。
①国民年金の第1号被保険者で、保険料

を全額納めている方
②国民年金に任意加入している方
【問合せ】全国国民年金基金 秋田支部
　☎0120-6

ローゴ
5-4

ヨ イ ク ニ
192
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　角館樺細工伝承館では２月１日より「角館のひな人形展」を開催しています。桃
の節句にちなんだ恒例の展示で、今年は古雛と押絵を中心に展示しています。
　古雛は佐竹北家など旧家に伝来してきた享保雛をメインに、ひな人形に付随した
ひな道具など時代を感じさせる由緒ある品々も彩りを添えます。押絵は江戸時代末
期から昭和前期にかけて庶民の間で流行したお雛さまで、角館では平福穂庵などの
郷土画家が製作にかかわり、完成度を高めてきました。
　代々大切に保存伝承されてきたお雛さまの数々を、ぜひこの機会にご覧ください。
【期間】4月5日日 まで（期間中無休）
【場所】角館樺細工伝承館
【開館時間】《3月まで》9:00 ～ 16:30（入館は16:00まで）
　《4月から》9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
【観覧料】大人（高校生以上）300円、小人（小中学生）150円　※団体割引あり・

仙北市民は無料
【問合せ】角館樺細工伝承館  ☎54-1700

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

角館のひな人形展

子育て中の皆さん、
図書館でゆっくりしませんか？
リフレッシュ
in 学習資料館 vol.6
　育児に追われ、なかなか自分の時間が
もてない子育て中のお父さん、お母さん、
ほんの２時間ですが、お子さまをお預か
りします。たまには図書館でのんびり過
ごしてみませんか？「途中から」「途中ま
で」の利用も OK です♪託児は無料です。
お気軽にお問い合わせください。
【日時】3月7日 土 10:00 ～ 12:00《 託

児》（10:00 ～ 11:00まではおはなし
会「うさぎのみみ」）

【場所】学習資料館（仙北市総合情報セン
ター内）

【対象】子育て中の方（託児は未就学児）
【協力】はっぴい・マム、おはなしボラン

ティア「うさぎのみみ」
【申込・問合せ】仙北市学習資料館・イベ

ント交流館 ☎43-3333  FAX53-2701

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

２／１５号広報･クニマス情報 掲載原稿 
 
 
３月に田沢湖クニマス未来館で写真展開催！ 
 
過去の田沢湖や田沢湖畔を写した写真展を田沢湖クニマス未来館研修ホールで開催します。 
この機会に是非お立ち寄りください。 
 
田沢湖クニマス未来館企画展 『クニマスがいた頃の田沢湖』 
開催期間 令和２年３月１日（日）から令和２年４月１３日（月） 
開館時間 午前９時から午後４時 
     ※毎週火曜日は休館日です 
入館料  大人 300 円（高校生以上） 
     小人 150 円（6 歳未満無料） 
     ※仙北市民は無料です 
問合せ  仙北市企画政策課 43－1112 
     田沢湖クニマス未来館 49－8131 
 
 
【写真】 

 角館町「子年会」
（ねどしかい）のご案内

　12 年に 1 度の子年会を健康安全への
感謝と祈願・年代間の親睦・福祉事業へ
の協力を目的に開催します。ねずみ年生
まれの皆さん、奮ってご参会ください。
【日時】3月15日日 14:50集合、15:00開始
【場所】グランデールガーデン
【会費】10,000円（当日集金）
【内容】お祓い・記念写真・慈善懇親会
【申込方法】下記の年代別代表幹事へ直接

お申し込みください。昭和11年は各
代表幹事か下記問合せ先、平成8年は
下記問合せ先まで。

【年代別代表幹事】 ▼昭和23年 石川円（☎
090-2799-9132） ▼昭和35年 鈴木達
朗（☎090-2607-0788） ▼ 昭 和47年 
戸嶋雅美（☎090-1934-9195） ▼昭和
59年 髙橋三千年（☎090-9038-4501）

【申込期限】2月29日土

【問合せ】戸嶋雅美（昭和47年代表幹事）
　☎090-1934-9195

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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2/
１６ 日

●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛 9:30 ～ 11:30） 2/1･P16

●第 40 回全日本スキー選手権秋田たざわ湖大会（デュアルモーグル予選・決勝）（たざ
わ湖スキー場） 2/1･P21

●第 49 回田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場 10:00 ～ 15:00） 1/16･P9

●松葉・相内の裸参り（西木町桧木内字松葉 11:15 頃） 1/16･P9

１７ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 2/1･P19

１８ 火
●わくわく広場（健康管理センター 10:00 ～ 13:30） 2/1･P15

●オレンジカフェ（外町交流広場 13:00 ～ 15:00、下延コミュニティーセンター 14:00 ～
16:00） 2/1･P16

●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 2/1･P17

１９ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 2/1･P17

●健康サークル「はなまめ」運動教室（角館交流センター 13:00 ～ 15:30） 2/1･P19

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）
2/1･P19

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 2/1･P19

２０ 木
●献血（詳しい時間・場所は広報 15 ページをご覧ください） P15

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 2/1･P19

●ココカラ（こころとからだ）体操教室～第 2 弾～（角館武道館13:30 ～15:00） 1/16･P14

２１ 金 ●農業最新技術活用研修会（角館交流センター 13:00 ～ 16:30） P11

●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30 頃） 2/1･P17

２２ 土 ● FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大会【モーグル予選・決勝】
（たざわ湖スキー場 8:50 ～） P17

２３ 日
● FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大会 【デュアルモーグル予選・
決勝】（たざわ湖スキー場 10:25 ～） P17

●元気してらがフェスティバル（わらび劇場 開場 12:00、開演 13:00） P18

２４ 月 ●あきた結婚支援センター仙北市出張センター開設日（角館交流センター 11:00 ～ 16:00）
2/1･P19

２５ 火
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P19

●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 2/1･P17

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 2/1･P17

●サテライト相談会（市役所中町庁舎 10:00 ～ 15:30） 2/1･P19

２６ 水 ●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P19

●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 14:00） 2/1･P16

２７ 木
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00） 2/1･P15

●ココカラ（こころとからだ）体操教室～第 2 弾～（角館武道館13:30 ～15:00） 1/16･P14

●せんぼく元気はつらつ隊養成講座（角館交流センター 10:00 ～ 12:00） 12/16･P22

２８ 金
●夜間納税・納付窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P10

●農業最新技術活用研修会（神代就業改善センター 13:00 ～ 16:30） P11

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 2/1･P19

２９ 土
●オレンジカフェ（往生院 13:00 ～ 15:30） 2/1･P16

●ごっつお玉手箱列車（詳しい時間・場所は広報 12 月 16 日号 25 ページをご覧ください）
12/16･P25

3/
１ 日

●企画展『クニマスがいた頃の田沢湖』（田沢湖クニマス未来館 9:00 ～ 16:00） P18

●初心者向けドローン講習会（角館交流センター 9:30 ～ 12:00） 2/1･P19

●角館高校卒業式

２ 月

３ 火 ●第 3 回パソコン講座【パソコン基本】（仙北市総合情報センター 13:00 ～ 16:00） P18

４ 水 ●第 3 回パソコン講座【パソコン基本】（仙北市総合情報センター 13:00 ～ 16:00） P18

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 13:00 ～ 16:00） 2/1･P17

５ 木 ●大曲支援学校 せんぼく校卒業式
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旬な情報チャンネル／仙北市地域
おこし協力隊コラム
まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッションロケーションだより
市役所からのお知らせ／にしき園だ
より
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
仙北市教育委員会だより きたうら
保健と健康の掲示板／仙北市版ネ
ウボラ なないろ通信
FIS フリースタイルスキーワール
ドカップ 秋田たざわ湖大会
おしらせナビ
仙北市カレンダー
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FK　雪が少ない今シーズン…、
一夜にしてどさっと雪が積も
りましたね。一気に積もった
雪を気合をいれて雪よせ。今

年は雪よせをしていなかったせいか次の
日にはつら～い両腕の筋肉痛です。寒く
てなかなか動きたくない冬ですが、雪よ
せがほどよく体を動かすことになってい
たのだなと。少し準備運動の期間もほし
いですね。

RI　学生時代、富士山に登っ
たことがあります。小さい子か
ら年配の方まで幅広い年代の
方が登られていてびっくりしま

した。いざ、山登りを始めると開始 5 分
で息切れ。泣きながら登る子を見て、自
分も泣きたくなりました。残念ながら天
候に恵まれず、8 合目で断念しましたが、
次は写真を撮りながら登りたいものです。

SG　受験シーズンも本格的に
なり、体調管理に気を使って
いる家庭も多いのでは。新型
コロナウイルス関連のニュー

スが連日報道されていますが、インフル
エンザも地域によっては流行しているよ
うです。感染予防には手洗いとうがいが
効果的。自分はもちろん周囲の人のため
にも徹底したいですね。受験生の皆さん、
体調に気をつけて頑張ってください！
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